
す
る
に
は
、
地
元
医
師
会
長

な
ど
で
つ
く
る
市
南
部
保
健

医
療
協
議
会
の
理
解
を
前
提

に
し
た
再
編
計
画
に
、
厚
生

労
働
省
が
同
意
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
指
摘
。
同
協
議
会

で
は
医
療
水
準
の
後
退
に
厳

し
い
声
が
出
て
い
る
こ
と
を

示
し
、「
肯
定
的
な
意
見
が

な
け
れ
ば
厚
生
労
働
省
の
同

意
は
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。

　

市
側
は
「
反
対
だ
と
同
意

を
得
る
こ
と
は
困
難
」
と
認

め
る
と
同
時
に
、「
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
と
ら
え
て
地
元

住
民
に
も
説
明
し
て
理
解
を

得
た
い
」
な
ど
と
答
弁
。
尾

上
氏
は
、
住
之
江
区
や
西
成

区
な
ど
で
若
い
世
代
が
生
活

し
、
安
心
し
て
出
産
・
子
育

て
す
る
上
で
も
住
吉
市
民
病

院
の
役
割
は
重
要
だ
と
力
説

し
、「
地
元
活
性
化
の
た
め

に
も
大
阪
市
が
責
任
を
持

ち
、
現
地
で
公
立
と
し
て
存

続
さ
せ
建
て
替
え
る
べ
き

だ
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

２
日
開
か
れ
た
大
阪
市
議

会
民
生
保
健
委
員
会
で
日
本

共
産
党
の
尾
上
康
雄
議
員
が

質
問
し
、
住
吉
市
民
病
院

（
大
阪
市
住
之
江
区
）の
廃
止

後
の
跡
地
へ
の
民
間
病
院
誘

致
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。

　

市
は
南
港
病
院（
同
区
）を

経
営
す
る
医
療
法
人
・
三
宝

会
を
誘
致
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
同
法
人
の
提
案
で

は
病
床
数
が
現
在
の
住
吉
市

民
病
院
の
計
96
床
か
ら
24
床

に
激
減
す
る
な
ど
、
医
療
水

準
の
後
退
は
必
至
で
す
。

　

尾
上
氏
は
、
住
吉
市
民
病

院
の
現
行
の
機
能
を
継
続

し
、
大
阪
市
南
部
医
療
圏
の

小
児
・
周
産
期
医
療
を
充
実

す
る
と
し
た
付
帯
決
議（
２

０
１
３
年
３
月
）に
沿
っ
た

も
の
に
な
っ
て
い
な
い
と
批

判
。
三
法
会
は
高
齢
者
医
療

の
提
供
が
中
心
で
、
小
児
・

周
産
期
医
療
の
経
験
が
な
い

こ
と
も
指
摘
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
民
間
病
院
を
誘
致

地元の理解は不可欠
大阪市議会民生保健委 尾上議員が質問

住吉市民病院跡地の民間病院誘致

尾上康雄市議

shikai
テキストボックス
（2015年10月11日付大阪民主新報）



